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  第一章 勝利者の状態


  
    「そして彼女は一人の子、男の子を産んだ。この子は鉄の杖ですべての諸国民を治めることになっていた。」（黙十二・五）


    


    「そして勝利を得る者、わたしの言葉を最後まで保つ者には、諸国民に対する権威を与える。彼は鉄の杖で彼らを治める。」（黙二・二六～二七）


    


    「そして彼女の子供は、神に、神の御座に携え挙げられた。」（黙十二・五）


    


   「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座につかせよう。それは、わたしが勝利を得て、わたしの父と共に彼の御座についたのと同じである。」（黙三・二一）


    


    「そして彼らは、小羊の血のゆえに、また彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った。彼らは死に至るまで、自分の命を愛さなかった。」（黙十二・十一）
  


  愛する人よ、主がこの時に与えることを願っておられるメッセージに関して、私の心には微塵の疑いもありません。それは「勝利者」に関するものです。この時代、これがとりわけ考慮すべき問題であることに同意しない人はほとんどいないだろう、と私は確信しています。なぜなら、私たちに特に差し迫った問題があるとするなら、それは勝利する問題、このような時代にあって勝利する問題であるからです。


  最初に、勝利者の性質、勝利者とは何かについて、二、三のことを明確に述べて、綿密に適用するための道を備えることにしましょう。


  勝利者とは何か――その地位、使命、敵


  勝利者は主にとって大きな意義を持つことを、私たちは御言葉からよく知っています。黙示録の冒頭の数章でこの言葉が七回繰り返されていることから、これは全く明らかです。勝利者が姿を現すのは、退廃と変化の時代だけです。これを認識することが重要です。状況が主の願いどおりではない時、全般的にあるべき状況とは正反対の時、勝利者が私たちの注意を引くようになります。勝利者の意味に関する答えを見いだす箇所ではどこでも、たとえこの言葉が言及されていなくても、これは常にそうです。名称はあまり重要ではありません。重要なのはその意義です。そしてそれは、創世記から黙示録に至るまで、聖書中に散在していることがわかるでしょう。それは、状況が神の標準から落ちた時に、常に現れます。これを覚えておいてください！ですから、勝利者が立ち向かうのは、一般的な悪や、一般的な罪の状況や、一般的な悪しき状態ではなく、特に神の民の失敗です。神に属する事柄が堕落して低調になり、神の民が神に定められた自分たちの地位を失う時、勝利者が目の前に示されます。あるいは、勝利者について語られるようになります。


  それから、さらに、勝利者は神の完全な御旨が失われた時に、そのために立つ一人の人あるいは団体です。勝利者が何か、正確に知ると益になります。即座に却下できる、勝利者に関するいくつかの見解があります。そうした見解の一つは、「勝利者は一種の選民の中の選民であり、神の予知と御旨により、ある特別な地位を占めるよう選ばれた霊的エリートである」というものです。この見解を直ちに却下しましょう。なぜなら、それは正しくないからです。この見解は神の御心の正反対です。神の御心は次のとおりです。すなわち、神の民はみな、勝利者が占めるとされる地位を占めるべきなのです。勝利者たちがその地位を占めるのは、他の人々が失敗したからにほかなりません。ですから、勝利者は選民の中から選び出された一団ではありません。


  直ちに却下できるもう一つの見解は、「勝利者は、恵みという点で、他のすべての信者とは異なる地位を占めている」という見解です。これに関して、きわめて多くの間違った思想が考案されて、勝利者の周囲を巡ってきました。そして、それらの思想により、この問題全体が貶められてきました。そうした思想の一つは、報いに関する思想です。報いが過大評価され、勝利者については、恵みが実際よりも過小評価されてきました。さて、愛する人よ、私を信じてください。この世の歴史――まさに終末に至るまで――の中に含まれるすべての人々のうちで、勝利者たちほど神の絶対的恵みの必要性を知っている人々はいないでしょう。彼らは輝かしい恵みの歌を大声で歌うでしょう。この問題に関する反応はしばしば次のようなものでした。「ああ、『勝利者たちはある地位について、特別な方法で報われる』とあなたが語る時、あなたは恵みの問題に関して、彼らとその他のすべての者たちとの間に区別を設けているのです。まるで、彼らはえこひいきされているかのようです」。しかし、これは正しくありません。私が述べたことを繰り返しましょう。勝利者となるすべての人々の心の奥底には一つの事があります。それは深い、深い、決して揺るがない確信です。その確信とは、「神の恵みとあわれみがなければ、決して切り抜けられない」ということです。彼らは他のだれよりもこれを意識しています。さあ、これらの間違った考えを却下して、勝利者の真の意義を理解しようではありませんか。


  さて、これが意味するところは、勝利者はご自身の民に対する神の完全な御旨と御思いに関するビジョンを持っている、ということに尽きます。ビジョンがほとんど失われた時代に、彼らはビジョンを持ちます。他の人々が見ていない時に、彼らは見ます。彼らの心の目は照らされています。神が実際に求めておられるものを、彼らははっきりと見ており、身近に感じています。勝利者が生み出される時代の特徴の一つは、それが旧約の時代であれ新約の時代であれ、サムエルの少年時代に関する句を用いると、「開かれたビジョンがない」時代であることです。こういうわけで、このさらなる句、すなわち「耳のある者は聞くがよい」という句が、黙示録の中に「勝利者」という言葉と共に繰り返し現れます。耳のある者！これは視覚器官から聴覚器官に器官が変わっただけです。意味は同じです。それは知覚、知覚する器官、悟性のための能力です。確信はありませんが、この句の繰り返しは次のことを示唆しているのではないでしょうか。すなわち、主の民の間の諸教会の中には、御霊が言われることを聞くための器官が鈍ったり死んでいる人が多いのではないでしょうか。そして主は、そのような状態にない人は聞くようにと、ご自身の民に呼びかけておられるのではないでしょうか。ですから勝利者は、主が実際に何を求めておられるのか、また、主の完全な御思いが何かを見、聞き、把握し、認識する霊的器官を持つ者です。しかし、主の民の間の一般的状況はそうではありません。


  次に、この序言で述べるべき最後の言葉はこれです。すなわち、私たちが述べてきたことはみな、教会に関する悪しき者のすべての働きに抵抗して無に帰すために勝利者は立つ、ということを意味するのです。勝利者に関するかぎり、敵のすべての働きは無に帰されること、勝利者は「教会は打ち負かされない！教会の中には普遍的勝利をサタンに許さない者がいるのです！」と代表して告げることを、これは意味します。黙示録のこの十二章は包括的な形でサタンについて要約していますが、それはこれを伝達・示唆しているのだと思います。第一に、包括的な形で、サタンは大きな赤い龍として示されています。この名称は、さらに次の句を含むことがわかります、すなわち「いにしえの蛇」「悪魔またサタンと呼ばれている者」「人の住む全地を欺く者」また後に出てくる「私たちの兄弟たちを訴える者」です。サタンに対するさらなる称号をあなたは私のために見つけられるでしょうか？ここでサタンについて要約されています。この龍はこれをみな含みます。これらの言葉が示す内容の違いを私は知っています。しかし、それはこの箇所が示す事柄の完全な意味ではありません。蛇、いにしえの蛇の形をしたサタンは欺く者です。これは使徒パウロの「サタンがエバを欺いたように」という言葉を彷彿させます。欺く者、騙す者、これが蛇です。蛇について述べる時、それが意味するのは常に、優位に立つために虚偽や偽りによって秘密裏に働く者のことです。虚偽によって欺くのです。悪魔――中傷する者、訴える者、サタン――は敵、憎む者です。これをすべてこの大きな赤い龍の中に込めると、凶暴性、残虐性、力、破壊についての観念を示すものとなります。これがすべてこの十二章に示されています。勝利者はこれに立ち向かいます。サタンのあらゆる力、サタンのあらゆる歴史的活動・現われに対して立ち向かいます。勝利者はその前に立ちます。そして、その問題に勝利者は取り組みます。


  さて、気をつけてください、これはみな、主として第一に、教会に反対し、教会に焦点を当てています。そして教会では、勝利者が教会を代表して、教会を救い、教会の証しを無傷に保ちます。私たちが立ち向かっているのは霊的に途方もないものです。これは歴史的出来事のたんなる提示ではありません。七つの頭と十の角を持つこの大きな赤い龍に関して、とても多くの話がされてきたことを私は知っています。諸々の王国等に関して、歴史のかなりの部分がこれにまつわるものとして解釈されてきました。その道を取りたければ、取ることもできます。しかし、教会が立ち向かっているのは途方もない霊的事物です。恐るべき霊の力です。この黙示録の最初の数章に記されていることをすべて真に理解するとき、それはこれをはっきりと裏付けていること、そして、教会を攻撃するサタンの真の狙いを示していることがわかります。先に進むにつれて、サタンの狙いが何か、私たちは少し見ることになるでしょう。


  さて、これが勝利者、勝利者の地位、勝利者の使命の何たるかであり、勝利者が何に直面しなければならないかです。これをみな噛み砕いて身近なものにする必要があります。


  勝利者の三つの面


  私たちはそれを三重の面に分類することができます。勝利者に関して、考慮すべき三つの面があります。この三つの面とは状態、地位、証しです。この地位は状態の結果・帰結です。証しは、状態とこの状態がもたらす地位に由来します。さて、これが少し専門的に聞こえることを、私は承知しています。あなたがこれを心に留めて座し、それについて考えてみさえするなら、これには途方もない内容が込められていることがわかり始めるでしょう。これらの三つの事柄、もしくは、この三重の事柄に対して、サタンは大いに獰猛・狡猾・強力に敵対します。


  一．勝利者の状態
 （ａ）信仰から発する義


  サタンは第一に勝利者たちの状態に敵対します。すなわち、主が望まれる教会の状態に反対します。この状態とは何でしょう？それは信仰から発する義です。愛する人よ、まさに神の義である義を見いだす時、あなたはあらゆる点でサタンを完全かつ徹底的に打ち破ります。サタンを表わすもの、サタンの活動の根拠、サタンの望みの根拠を、すべて取り去ります。裁きに関する神の活動の面をすべて取り去ります。そうです、神ご自身の義の状態である義、神ご自身の義を一たび見いだすとき、サタンは打ち倒されます。自分の地位を維持して自分の働きを行うために、サタンは不義な立場を見いださなければなりません。不義な状態を生み出し、人々を不義な地位につかせなければなりません。神の御言葉を読み通すなら、この一事がそれをどのように開くのかがわかります。サタンの力は常に、不義が存在する領域の中にあります。サタンの王国はたんなる公的なものではなく、道徳的なものです。もちろん、正しく述べると、それは不道徳・非道なものです。私が言わんとしていることはおわかりでしょう。それは道徳的状態の問題です。私たちはこの「王国」という言葉に関して、新しい諸々の観念を得なければなりません。「サタンの王国や神の王国は公的なものであり、治めるよう指名された幹部たちと共に設けられたものである」というこの観念に固執しないようにしましょう。鉄の杖による諸国民に対するこの統治、すなわちこの王国は、「神は地上や天に一つの国家を設立して、権威ある地位を占めるよう人々を指名される」ということをたんに意味するわけではありません。そういうことではありません。そのような考えは公的観念です。これはみな道徳的問題です。あなたが神の義である状態を見いだす時、サタンの王国は直ちに没落します。あなたがこの地位につく時、サタンにもはや力はなくなります。


  すでに述べましたが、あなたが神の義の状態を見いだす時、裁きの面に関する神の活動はすべてやみます。アブラハムと平野の都の事例が、その古典的な例です。神はご自身の使者を通して「わたしはこの都を滅ぼそう」と宣言されました。そして、アブラハムは神との論争の中に入りました。義人についてはどうでしょうか？あなたは義人を悪人と共に滅ぼされるのでしょうか？神は言われました、「いや、決してそんなことはできない。そんなことは、事実上、わたし自身を滅ぼすことである。だからアブラハムよ、行って義人を探すことがあなたの責務である。もしあなたが義人を見つけられたら、わたしは滅ぼすことはできない。わたしの手を翻さなければならない」。そこでアブラハムはさらに進んで、言わば、神に対する自分の訴えを正当化すると思われる義人の数の上限と下限を探ります。神の要求に応じる適切な根拠と思しき数を探ります。彼は再三数を減らさなければなりませんでした。五人の義人！駄目です、彼は五人の義人を見つけられませんでした。それゆえ、神の裁きは正当化されました。アブラハムがソドム人の間に義人をわずかでも見いだせていれば、神の裁きの力は食い止められていたでしょう。義――神の義であって、私たちの義ではありません――は途方もないものです。「私たちの義はことごとく汚れた衣のようである」。私たちの内に義はありません。否、神の義が私たちの前にあります。そうです――アブラハムの時代の前から――アベルの時代から、聖書全体を通して、この問題は信仰から発する義の問題です。イエス・キリストを信じる信仰による義についての、パウロの途方もなく包括的で詳細な議論がなされている手紙が思い起こされます。


  さて、ご自身の民に対する神の御旨は、彼らが神ご自身の義を着て立つべきこと、神の御前にあるように立つべきことです。なんという状態でなければならないことか！まさに神の義が私たちを包み込んでいます。ですから、神が私たちをご覧になる時、神はご自身の義以外には何もご覧にならず、生来の私たちは何もご覧になりません。ああ、愛する人よ、これはあまりにも幼稚であると思わないようにしましょう。これは究極的事柄であり、つまるところ勝利者に対する大きな論点の一つなのです。そして、これに対してサタンは最後まで戦います。もしサタンがあなたや私や神の子供のだれかを、信仰の立場・確信の立場を失う所に引き込んで、彼の訴えの下で有罪宣告を受け入れさせることができるなら、彼は勝利したことになります。訴えのかぎりを尽くし、天然を掻き立て尽くし、また、怒り・残忍さ・憎しみ・訴え・力によって大きな赤い龍であるサタンがなしうるかぎりを尽くしても、それでも信仰の立場に立って、「そうです、それはみな真実かもしれません。しかし神の目には、キリスト・イエスを信じる信仰のゆえに、私はまさに彼の義にあずかる者なのです」と言う一人の神の子供に出会う時、サタンは敗北します。これは信仰による状態の問題です。


  私たちに関してサタンは何を狙っているのでしょう？私たちを滅ぼすことでしょうか？いいえ、私たちが時々考えるようなことではありません。彼の狙いはただ一つです。それはイエス・キリストにある神の義に関する信仰です。これが彼の狙いであり、そういうわけで義に対して胸当てという直喩が与えられています。イザヤ五九・十七の御言葉「主は義を胸当てとしてまとい」をあなたは思い出すでしょう。またエペソ六・十四には「義の胸当て」という表現があります。ここに、私たちの霊的存在にとってまさに不可欠なものが含まれていることがわかります――それは「義の胸当て」です。それは心のための覆いです。しかし、心の覆いとはいかなる意味でしょう？


  一つか二つの節を見ることにしましょう。そうすれば、その意味がすぐにわかります。ヘブル人への手紙の中で、それが別の言葉で非常に明快に説明されています。「…それは現在の時に対する比喩です。それにしたがって、供え物といけにえの両方がささげられるのですが、それらは良心について言うと、礼拝する者を完全にすることができません。（中略）まして、キリストが永遠の霊を通して、傷のないご自身を神にささげられたその血は、なおさらあなたたちの良心を清めて、死んだわざから離れさせ、生ける神に仕えさせないでしょうか？」（ヘブ九・九、十四）。


  それは良心の問題です。良心はまさに心の中にあります。良心の咎めにより、あなたは心の中で気まずく感じます。この良心の咎めをあなたはどのように取り扱うのでしょう？ああ、これはなんという御言葉か！この御言葉を再び見てみましょう、「……それらは良心について言うと、礼拝する者を完全にすることができません」。「良心について言うと」！これを固持してください。良心について完全にされること。これが目下の問題であり、神が求めておられるものです。さてこの御言葉は、象徴にすぎないいけにえや供え物について、それらはこれを決して実現できなかったが、「永遠の霊を通して傷のないご自身を神にささげられたキリストの血」は良心を清める、と述べています。これは良心を完全にすることです。キリストの血はこれをどのように実現するのでしょう？義はこの血の中にあります。この血は主イエスの不朽の性質です。不朽！私は常にこの言葉と共にありたいと思っています。それは朽ちていないだけでなく、朽ちることのない性質です。朽ちることがありえず、腐敗の力が及ばない性質です。「あなたたちの中の誰がわたしを罪のゆえに訴えるのか」。かつてこのようにこの世に挑めた人がだれかいたでしょうか？「あなたはわたしの魂を地獄に捨ておかず、あなたの聖なる者に腐敗を見させられません」（詩十六・十）。無理です！これに次の御言葉が続きます。「神はこの御方を死の苦しみから解き放って、よみがえらせました。彼が死の中に捕らえられていることはありえないからです。ダビデは彼について言っています（中略）『あなたはわたしの魂を地獄に捨ておかず、あなたの聖なる者に腐敗を見させられません』」（使二・二四、二七）。死は彼に対して何の力もありませんでした。なぜなら、そこには何の腐敗もなかったからです。不朽性は死の力を滅ぼします。


  今や、イエスの血には神ご自身の義の価値があります。そして、サタンはこの血に反対します。なぜなら、この血は義だからです。この尊い血の取得、信仰によるこの神の義の取得は、サタンの力をすべて滅ぼします。「彼らはその血のゆえに彼に打ち勝った」。もしこの言葉を変えたければ、変えてもかまいません。この変更はただ一つの面に関してです。この血はすべてを含んでいますが、当面の目的のためにこの言葉を変更して、「彼らは信仰から発する義のゆえに打ち勝った」と述べてもかまいません。これが彼らの証しの言葉であり、良心そのものを覆って良心を守る胸当てです。訴える者に対して、私たちの良心をどう守ればいいのでしょう？訴える者の唯一の狙いは、どうにかして私たち自身の良心を再び罪定めの下にもたらして、私たちの心に罪定めを受け入れさせることです。私たちはこれにどう対応すればいいのでしょう？これに対して自分をどう守ればいいのでしょう？義の胸当て、彼の義、彼の不朽の性質によってです。それは私たちのためであり、神の御前においてであり、信仰によります。


  このような言葉の必要性を、私はとてつもなく確信していることが、おわかりいただけるでしょう。これは初歩的な福音である、とあなたは思うかもしれません。そうなのですが、これはそれ以上のものです。サタンは私たちを消耗させようとすること、この方面で私たちを消耗させようとすることが、先に進むにつれてわかるようになります。私たち自身の無価値さ、私たち自身の邪悪さ、私たち自身の罪深さ、私たち自身のひどさ、私たちが願っていないし又そうあってはならない私たちのありさま、私たちが願っており又そうあるべきなのにそうではない私たちのありさまを、サタンは私たちに対して糾弾します。この根拠に基づいて働くことをサタンは決してやめようとしません。サタンと戦い、敵を対処し、彼に勝利しようと、言葉で述べたことがあるならもちろんのこと、そう思ったことがもしあなたにあるなら、この戦いはこの方面のものであることを思い出してください。これは客観的な戦いではありません。そのような客観的な方法で、出て行って敵にあたることはできません。この戦いをあなたは自分自身の心の内に感じます。カルバリの勝利やそのような類のいっさいのことに関して、非常に大胆な言葉を使える人々でも、「義による勝利」というこの問題では、常にサタンのおもちゃ、手先にすぎないかもしれません。この問題では、彼らは完全に打ち負かされるかもしれません。さて、ここで血の証しが登場します。あなたも私もイエスの血を尊びます。その尊さは、それがサタンの権威と力を終わらせることにあります。この血を通して、私たちは王座に達します。一瞬たりとも、これを物質的・客観的にとらえないでください。基本的にこれは霊的であり、霊的優位性、霊的・道徳的統治であることを認識してください。しかし、もし私たちがいま経験的にこの中に入らないなら、いつか諸時代の終結時になっても、私たちにはあまり望みはありません。私たちは今これを知る必要があります。これは彼と共に統治するための基礎です。「豊かな恵みと義の賜物とを受ける人々は、命の中で統治します……」。これは霊的・道徳的意味で、敵に対していま王座につくことです。ああ、主がこの言葉を私たちの心に銘記してくださいますように！


  兄弟たちよ、もし私たちの心が私たちを罪に定めないなら、私たちの立場はなんと強まり、敵の立場はなんと弱まることでしょう！これはどのように実現されるのでしょうか？「永遠の霊を通して傷のないご自身を神にささげられたキリストの血は、あなたたちの良心を清めます……」。「もし私たちの心が私たちを罪に定めないなら……」。ですから、ローマ八章がローマ六章に続きます。ローマ六章の十字架は、不義の根拠をすべて清め、除き去り、「もはや罪定めはない」ようにします。


  （ｂ）義の原則によって治められた生活


  私たちの心について、私たちの霊なる人のまさに命を神の義によって覆ってもらうことについて述べる時、立場に加えて、義の原則によって治められた生活が必要です。ですから、ヘブル人への手紙の第一章で、詩篇から取られた言葉が主イエスに適用されていることに気づきます。「あなたは義を愛し、不義を憎まれた。それゆえ神、あなたの神は、あなたのともがらにまさって喜びの油をあなたに注がれた」。あなたはその直前の言葉に注意したでしょうか？「御子について彼はこう述べている。『ああ、神よ、あなたの御座は永遠です。義の杖があなたの王国の杖です』」。これは心の状態です。義の胸当て！この真鍮は不義に対する憎しみの強力な力、義に対する愛の力となり、生活を特徴づけるものとならなければなりません。実際的義というこの問題に関心を持って、実践しなければなりません。私たちの立場は栄光であり、信仰によって私たちが得ている状態は栄光の状態です。しかし、義なる者である御方は、生涯にわたって、義なる関心によって支配されていました。そしてこの御方について「あなたは義を愛した」と述べられています。


  今はこれ以上進まず、これが勝利者を構成するものであることを、あなたたちに思い出してもらうだけにします。この言葉がまず最初に適用されたのはエペソに対してでした。エペソの問題は何だったのでしょう？「あなたは初めの愛を離れました。どこから落ちたのか思い出しなさい」。この原則がわかります。落ちた！あの愛、あの初めの愛は、義を愛する愛であり不法を憎む憎しみです。この心の問題がどういうわけか影響を受けて損なわれました。そしてこれによりエペソ人たちは霊的高みから、彼らの間に示されていた天上から落ちて粉々になりました。サタンはこの状態を狙っています。もしこれが得られるなら、サタンは私たちから御座を騙し取ったことになります。私たちを天から追い出したことになります。そして、これが彼の狙いです。なぜなら、この状態の結果、血のゆえに勝利する結果は、「天にはもはや彼の居場所がなくなる」ことだからです。この龍と、この龍のものである者たちはみな、投げ落とされます！どのようにしてでしょう？ああ、客観的戦いによってではなく、信仰から発する義というこの地位に人々が完全に達したからです。あらゆる種類の敵意と反対にもかかわらず、この赤い龍のあらゆる激怒にもかかわらず、彼らはそこに達しました。彼らはそこに立ち、その地位を獲得し、御座に達しました。これに対して敵は反対します。敵はどのように自分の狙いを遂げるのでしょう？敵はこの血の価値を脇にやろうとします。この血の力強い証しを教会から取り去るためなら何でもしようとします。彼は何とかして聖徒たちを、信仰によって彼らのものである完全に義なる地位とは別の地位につかせようとします。この龍が激怒するその日、主は私たちを救い、私たちをこの地位に保ってくださいます。これはロマンチックなことではありません。これは私たちが隠れ場にいる時に臨みます。私たちが孤独な時に臨みます。私たちが疲れている時、消耗している時、具合が良くない時、落胆するような状況の時に、これは私たちを探り当てます。敵はあらゆる種類の写真を持ってきて、それらを示し、「この写真やあの写真を見て、われわれの心臓を取り出してみろ」と言います。そして次に、「ほら、お前が間違っていることがわかっただろう！」と言います。そして私たちは「そうにちがいない。自分は間違っているにちがいない。さもなければ、こんなことがあるはずがない！」と言いだしてしまいます。敵は狡猾に、残忍さをもって働きます。この龍は弱い者を踏みつけ、か弱い者に対して何のあわれみもありません。龍の何たる残酷さ！ああ、あの活き活きとした信仰、神の御子の信仰を得なさい！主が私たちを忠信に保ってくださいますように！


  



  第二章 勝利者の地位


  



  聖書朗読：黙示録二章


  



  教会の命に対する攻撃


  私たちは「勝利者」に関心があります。私たちの前の黙想では、勝利者の三つの面の一つを主に取り上げました。すなわち、勝利するための基礎である状態、イエス・キリストを信じる信仰による義の状態です。この状態は、黙示録十二章の大きな赤い龍であるサタンの王国と権力をことごとく打ち倒すために大いに重要であり、大きな意義があります。そうである以上、サタンの狙いは常に堕落させることです。血によって、あるいは血のゆえに、サタンに打ち勝つことについて、私たちは述べてきました。この血は主イエスの不朽の命を意味します。この不朽の命は信仰により私たちのものとなります。ですから敵は、この不朽の命――血はこれについて告げます――との私たちの信仰による関係を損なおうとします。そしてそうするために、堕落した状態を生じさせて、それによって私たちを打ち、神の御前で私たちを訴えるための根拠、正当な法理的根拠を得ようとします。


  さて、私たちは一つのことを理解しなければなりません。それを理解するのはとても難しく、説明するのはさらに困難なのですが、何らかの方法でサタンは神の民に関して神に近づけることを、神の御言葉は完全に明らかにしています。これが黙示録十二章の「彼らを私たちの神の御前で昼も夜も訴える者」というこの御言葉の意味です――これが勝利者と密接な関係にあることに注意してください。ご存じのように、旧約聖書はこれについて触れています。例えば、ヨブの場合や大祭司ヨシュアの場合です。この箇所では、サタンがヨシュアの右に、彼の敵、彼を訴える者として立っているのを、私たちは見ます。他にも同じような描写があります。それは、黙示録のまさにこの最後の箇所です。そこで状況は最高潮に達します。サタンは兄弟たちを訴える者――昼も夜も彼らを訴える者――と呼ばれています。何らかの方法で彼は神に近づきます。


  私たちの前の黙想で見たように、これは二つのことを要求します。まず第一に、イエス・キリストを信じる信仰による神の義に関する、あの信仰の立場です。第二に、私たちの振る舞いがこの立場と矛盾しないように注意することです。さもないと、私たちの立場の価値や有効性を打つ力をサタンが得ることになります。私が述べているのは、「サタンはこの立場自体を損なえる」すなわち「信仰によって義とされて受け入れられるという私たちの立場をサタンは損なえる」ということではなく、「サタンはその有効性を損なえる」ということです。言い換えると、サタンはそれに対する証しを損なえるのです。この証しは途方もなく重要なものであることを、あなたは常に覚えていなければなりません。これは、もちろん、私たちの三番目の面です。この面については、この黙想では触れません。このように私たちはまず状態を持ち、次に地位を持ち、それから証しを持ちます。サタンはこの証しを狙っています。この証しは地位から発し、地位は状態から発します。さて、サタンはまずこの状態を狙います。ですから、彼の狙いは堕落させることです。こういうわけで、黙示録の最初の数章の各教会について、「勝利を得る者に」という言葉が、堕落させるためのサタンのこの特別な働きに関連して述べられていることがわかります。もしこれを疑うなら、自分で見て確かめてください。


  「しかし、こういうことはある。あなたはニコライの者たちのわざを憎んでおり、わたしも憎んでいる」（黙二・六）。ここに、神が憎んでおられるものを潜り込ませようとするサタンの願望が示されています。サタンの狙いは、神が憎んでおられるものを導入することによって堕落させることです。注意してください。もし教会の中に神が憎んでおられるものが何かあるなら、サタンの権力が確立され、神の御手は麻痺します。これをサタンは狙っています。


  「しかしわたしには、あなたに対して責めるべきことがいくつかある。それは、あなたのうちにバラムの教えを保持している者が何人かいるからである。バラムはバラクに教えて、イスラエルの子らの前につまずきの石を置き、偶像にいけにえとした物を食べさせ、淫行を犯させた」（黙二・十四）。これは堕落させるためです。この物語をあなたは覚えているでしょう。バラムは、直接呪うことでは罪定めの状態を生じさせられなかったので、裏口に回り込んで、堕落させることを教えました。表口から入って成功を収められないと、サタンは裏側に回り込みます。その狙いは堕落させることであり、それにより、神が傍らに立ってご覧になれないようにします。それはイスラエルが神の皇子としての地位を奪われて、統治する君主国ではなくなるようにするためです。


  「またあなたの中には、ニコライの者たちの教えを、同じように保持している者たちがいる」（黙二・十五）。六節で言及したものが、ここにも見つかります。この有害な教理・原則が今やペルガモにある教会の中にあります。サタンは神が憎んでおられるものをそこに潜り込ませて、そうして堕落させました。


  「しかしわたしには、あなたに対して責めるべきことがある。あなたはイゼベルという女をなすがままにしている。彼女は女預言者と自称し、わたしの僕たちを教え惑わして、淫行を犯させ、また偶像にいけにえとした物を食べさせている」（黙二・二〇）。私たちはこれらの名前を、もちろん、文字どおりの人々としてではなく、象徴的な名前として受け取らなければなりません。そこには、原則として、昔のイゼベルの性質や働きに則ったものがあります。神の民と、性質的に神に逆らっているものとの間に、つながりがあります。それがここにあります。サタンは堕落したものを潜り込ませました。「しかしサルデスには、自分の衣を汚さなかった者が数名いる……」（黙三・四）。ここに何があるのかわかります。またもや、汚れと堕落です。敵は教会の地位を狙ってこれを潜り込ませようとします。それは教会の証しが損なわれるようにするためです。これを指摘する最善の方法は、勝利者の次の面、すなわち、勝利者の地位に進むことだと思います。


  教会の地位


  すでに述べましたが、信仰による義の状態と、その状態に適う行いの義しさは、教会の地位という結果になります。信仰によるこの状態の結果である、教会のこの地位とは何でしょう？諸教会を取り扱うにあたってエペソが最初にくるのは、無意味なことではありません。エペソは包括的・基礎的である、という感覚があります。アジアのこれらの諸教会はパウロを通して生まれました。使徒の働き十九章を見てください。最初に十節は「アジアに住んでいる者はみな、主の御言葉を聞いた」と述べています。これはエペソから発しました。使徒の働き十九章では、パウロはエペソにいます。二六節でデメテリオは「このパウロは、エペソばかりか全アジアで、多くの人々を転向させた」と述べています。全アジアで！ここにアジアの七つの教会があります。さて、エペソは全体に対する鍵であり、核心です。


  （ａ）キリストにあって天上にある


  それでは、教会の中心的な至高の地位とは何でしょう？それは（いわゆる）エペソ人への手紙に記されています。この手紙はエペソの教会を含む諸教会への回覧状でした。この手紙では、教会の地位はキリストにあって天上にあることがわかります。これがエペソ人への手紙中に響いている基調です。まず第一に、キリストにあって天上のすべての霊的祝福をもって祝福されています。次に、彼と共に天上で座についています。それから天上における務めです――「今や、天上にいる主権者たちや権力者たちに対して……」。それから最後まで進むと、天上における戦いです。私たちの戦いは天上における戦いです。信仰による義の状態のおかげで、教会には天における霊的地位があることが示されています。地上の地理的・文字的観念に固執しすぎる危険性に気をつけましょう。また、美化・昇華された無価値なものに夢中になる危険性に注意しましょう。この問題は全く、第一に、霊的地位の問題であり、霊的優位性の問題です。そしてこれは、日々の生活のほぼ毎瞬に関する問題です。つまり、天上にあるというこの問題は、往々にして皿洗いのような事柄にまで影響を及ぼすのです。皿を洗っている時でも、天上にあることが可能です。あるいは、その正反対も可能です。これは、あなたがその中でそれをなす霊次第です。不平を鳴らしてぼやき始めるなら、これは天の王国の相続者である神の子供にとって、あまりにもつまらない仕事になります。「まさか自分がこんなことをする羽目になるとは！」と思うなら、あなたは天上にはいません。しかし、「これは確かにとてもつまらない仕事です。しかし、すべてのことを神をあがめるためにしようではありませんか！」という態度を取るなら、あなたは天上にあります。これは霊的問題、道徳的問題、霊的感覚の道徳的力の問題です。これが天上の意味です。それは、私たちがどこにいても、私たちの生活の一瞬一瞬に触れます。「この死すべき体から抜け出し、雲に乗って、どこか遠くに飛び去りたい」と考えてはいけません！そのようなことは天上にあることではありません。


  （ｂ）キリストにあって悪魔の力よりも優位にある


  さて、地位についてです。これは、この龍、この蛇、「悪魔またサタンと呼ばれている者」、兄弟たちを訴える者、全地を欺く者の力に対する優位性の問題です。霊的「超越性」の問題です。これが教会の地位です。もし罪定めの霊の下にあるなら、あなたは決してそこにいられません。もし訴えの霊の下にあるなら、もし自分自身の惨めさで占有されているなら、あなたは到底天上にはいません。信仰から発したこの義は、敵に対する有利な霊的地位を意味します。これが「天上にあることの」何たるかです。


  さて、すべてを後にして、これに戻ろうではありませんか。前の黙想で見たように、勝利者とは、神の完全な御旨が失われた時代に、神の完全な御旨のために立つ個人や団体です。創造の前から神がご自身の民に対して持っておられた御旨は、彼らが天的な民となることであり、この御旨はずっと同じままでした。


  神の目に見える被造物はみな、何らかの天的思想の表現です。これを覚えておいてください。どの被造物もそれ自身は大したものではありません。


  被造物は自分自身でひとかどのものになるようには決してできていません。物質的な目に見える類のものから神が造られたものはみな、象徴であり、霊的・天的思想の表われです。ああ、もしこれについて述べ始めるなら、かなり長い時間話せたでしょう。しかし、私は短くこれに触れるだけにして、私の述べたいことを示すことにします。


  聖書の冒頭の創世記と、エペソ人への手紙の中に示されている神の御心の高度な啓示とをつなぐ二つの御言葉が見つかります。エペソ人への手紙は、神の永遠の御旨、神の計画に関して私たちが持っている最も完全な啓示です。この手紙の中に、聖書中の他のどの箇所よりも完全に、世を造る前に神の御心の中にあったものが示されています。次に、創世記第二章の中に、エペソ書五章で引用されている節が見つかります。


  「それゆえに、人は父と母を離れてその妻と結ばれ、二人は一体となるのである。この奥義は偉大である。しかし、私はキリストと教会のことを言っているのである」（エペ五・三一～三二）。神の御旨を見るには、エペソ書五章から創世記二章まで、そしてさらにその前まで遡らなければなりません。人と妻のこの一体性は象徴にすぎず、永遠の過去からの神の御旨――キリストと教会――の表われである、と述べられています。これは代々の時代や世代にわたって隠されていた奥義である、とパウロは述べています。これが神の御心の奥深くにありましたが、今や知らされています。このように、夫と妻の関係のような人間関係は、神の御思いによると、何かの表われ、天的な何かの表われです。私が言わんとしていることの一例として、私はこれを選んだにすぎません。神の目に見える被造物のどこにおいても、この同じ原則が成り立っていることがわかります。それは霊的思想、霊的観念の表われです。


  さてそれから、神が人を創造されたのは、地に人を住まわせ、生息させ、地を人で満たすためだけではありません。霊的観念、天的思想を持つ、天的な存在にするため、その存在のまさに中心が天的な人々にするためでもありました。天的性質が神の全被造物を、特に人を支配している大原則であり、これは途方もない変化を私たちに生じさせます。パウロは、「どうか彼が、彼を知る知識を得させ、知恵と啓示の霊を与えてくださいますように。彼の召しの望みがどんなものであるかを、また、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光がどんなに豊富であるのかを、私たちが知りますように」と祈りましたが、これがパウロが言わんとしたことです。私たちも自分自身のために、また互いのために、祈らなければなりません。聖徒たちの中にある彼の嗣業――これは天的なものなのです！


  天的性質の目的――教会における神の栄光の現れ


  コリント人への第一の手紙の十五章で使徒は以下のような言葉を用いています。


  「土に属する人に、土に属している者たちは同じであり、天に属する人に、天に属している者たちもまた同じです」（一コリ十五・四八）。「天に属する」――これは確立済みのものです。天的なものとして確立されているものです。次に、この節の後半は「天に属している者たちもまた同じです」と述べています。これは天的なものへの同形化について物語っています。再び問いますが、この嗣業、この天的性質とは何でしょう？ご自身の宇宙を創造された神の目的、特に人を創造された神の目的は何でしょう？それは、ご自身の性質中にあるご自身の栄光を輝き渡らせることにほかなりません。神の性質の本質的栄光の輝き、神の性質の栄光は、罪深い人がその前になすすべもなくひれ伏し、打ちひしがれ、無力にならざるをえないものです。それはあるがままの神であり、神の本質的性質の現れです。神はご自身の栄光のために人を造られました。最終的に、神が試練を通して人を肉体的存在としてだけでなく道徳的存在としても完成される時、人は神の道徳的栄光を現わす媒体となります。そして神は全宇宙でご自身の本質である道徳的性質を現わされます。人はそのように造られました。これは栄光、言い尽くせない栄光であり、今や御子による贖いの線に沿って私たちに提供されています。神は「私たちの心を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光を知る知識の光を与えてくださいました」。ああ、肉体的観念を再び取り除いてください！この顔とはたんに表示を意味します。それはこの人、この代表者です。神の栄光は代表者であるイエス・キリストにあって来ました。さらにキリストは私たちの心の中におられ、私たちの内におられるキリストは栄光の望みです。どんな栄光でしょう？今、太陽が天の中心であるように、最終的に、神が獲得して御子のかたちに同形化した人々がこの宇宙の中心となり、神の道徳的栄光の輝きのまさに中心・充満となることです。このような宇宙について考えてみてください！そして、いま私たちが生きているこの世界と比べてみてください。結末はこうなります。「この御方に栄光が、教会により、またキリスト・イエスにより、代々かぎりなくありますように」。これが神の天的御旨であり、神の天的民であり、キリスト・イエスによる神の天的召しです。


  力・原則・性質としてのこの天的性質は、なんと素晴らしいものなのでしょう！そして、きわめて偉大な尊い諸々の約束が私たちに与えられています。それらの約束により、私たちは神の性質にあずかる者となれます。もちろん、サタンはこれまで流布してきた誤謬のかぎりを尽くして、ここに割り込んできました。それはまさにこれを覆すためです。サタンの誤謬は常に、人における神の性質の現れ・顕現というまさにこの問題と関係していました。一方において、主イエスご自身のパースンがサタンの誤謬の対象とされてきました。そして、その神聖な子たる身分が実際とは別のもの、実際よりも劣るものとされてきました。他方において、それと対をなす誤謬は、人はもともと神聖であるという誤謬です。進化論の狙いは人を神とすることです。神は人の中にいる、とすることです。ああ、今日の哀れな哲学！しかし、この問題にこれ以上立ち入らないことにしましょう。サタンが導入した誤謬はみな、まさにこの問題に触れるものであることがわかります。人による神の性質の現れについて述べる時、私はこれらの誤謬を避けています。人の内におられるイエス・キリストにあって、神の性質が現わされるでしょう。私たちが神の御子のかたちに同形化される時、神の性質が現わされるでしょう。それは道徳的栄光であり、神格の栄光ではありません。私たちは決して神になることはありませんし、神格化されることもありません。そうです、神は独自の存在であり続けますし、神格は永遠に被造物とは無限にかけ離れているでしょう。しかし、キリストの中にある神の道徳的栄光・道徳的性質は、教会によって代々かぎりなく輝き渡るでしょう。


  さて、これが天的性質であり、私たちが道徳的・霊的についている地位です。これは、信仰による神の義を正しく適切に理解することによります。それは地位であり、途方もない地位です。神の御旨が成就された暁に、その結末がどうなるのか、サタンは知っています。その結末は、サタンのすべての腐敗から、したがってそのすべての力から絶対的に清められた宇宙であり、神の栄光で輝き渡る宇宙です。


  サタンの狙い――教会の地位の無効化と、腐敗による戦い


  それでは、そもそもサタンの狙いは何でしょう？堕落させること、そしてそれにより教会をその霊的地位から引きずり下ろすことです。ですから、「あなたがどこから落ちたのかを考えなさい」といった御言葉があります。これはエペソの教会に対して述べられています。「あなたは初めの愛から離れた」。使徒行伝十九章に戻って、この初めの愛に注目してください。パウロがエペソにやって来ます。そこで彼がキリストを示すことにより、何が起きるでしょう？なんと、彼らの多くが魔術に関する貴重な、そしておそらくは値段が付けられないほど高価な本を持ってきて、燃やしてしまったのです。その総額を見積もると、とんでもない額になりました。それがすべて燃えてしまったのです！エペソにはデメテリオのように商売の収益をとても気にしている人がいましたし、資本主義がとても重要な要素でした。また、金に大きな意味がありました。このエペソのような都で、巨万の富がこのようにささげられたのです。なぜでしょう？彼らは心を尽くして主に立ち返ったからです。イエスの証しは受け入れられて、確立されました。なんということでしょう！エペソの長老たちに対するパウロの話を覚えておられるでしょう。霊の事柄のなんと素晴らしい開示、なんという関係でしょう！彼が聖霊の助けによりこの手紙――それはエペソを基点としてアジアの諸教会を行き巡ることになる手紙でした――、天的啓示の手紙を書いたのも頷けます。なんという啓示、なんという地位でしょう！しかし今、黙示録二章ではエペソに対して「あなたは初めの愛から離れた」と述べられています！あなたはかつてのようにはキリストを大事にしておらず、嗣業を大事にしておらず、天的事柄を大事にしていません。「あなたがどこから落ちたのかを考えなさい」。落ちた！ここに霊的堕落があります。エペソの地位から引きずり下ろすサタンの働きがあります。それゆえ、勝利者は神の完全な現われのために立つ一人の人または一団の人々です。そして、神の完全な現われは天的な民です。彼らによりこの宇宙の中で神の道徳的栄光がますます現わされていき、究極的に完全に現わされることになります。これはあの都、天から出て神から下って来る新しいエルサレムです。この都は神の栄光を帯びており、その光は最も高価な灯火のようです。これが、それに向かって神が働いておられる目的です。


  さて、愛する人よ、この世界とこの宇宙の支配権は天上に集中していることを思い出してください。これを忘れないようにしましょう。今の時代、この暗闇の世の支配者たちは天上にいます。天上でまさに今、主権者たちと権力者たち、この暗闇の世の支配者たちが働いています。彼らは自分たちの働きを徹底的に行っています。ああ、そうです、このような時代はかつてありませんでした。諸国民の間におけるサタンの邪悪な働き、諸国民の道徳的堕落が明らかになりつつあります。顕わになりつつあります。キリストの外にあるこの世に関するかぎり、支配権は天上にあります。そのすべての上にある神の主権のための余地を私は残していますが、いま述べているのは人による法理的・合法的統治のことです。サタンがキリストの外で支配権を持っているのは、人が同意したからであり、人は依然として同意しています。世の中で行われている不正行為を残念に思っているこの国の人々、いま行われていることの邪悪さを声のかぎり激烈に非難しているこの国の人々ですら、もしあなたが御座についておられるキリストという線に沿って彼らに語りかけるなら、あなたに耳を傾けようとはしません。「神に地位を与えろだって！――そんなのは偽善的な物言いだ！」。彼らは別の方法でそれに取り組みます。サタンはこれほどまでに支配しているので、不法を非難する人々ですら、神とその義に地位を与えません。しかし、これは余談です。


  さて、この支配権、道徳的支配権は天上に与えられています。すなわち、その座は天上にあります。そこに見られる邪悪な階級組織はその支配を譲らなければなりません。そして、教会の定めは主権者たち・権力者たち・この暗闇の世の支配者たちの地位を奪って、天上を占領することです。ですから黙示録十二章では、すでに見たように、「勝利者たち」「男の子」が神の御座に引き上げられます。そして、天上にはもはや赤い龍とその軍勢のための場所はなくなります。


  このように今、天上で、教会と主権者たちとの間で霊的戦いがなされています――そうです、この戦いはあなたの台所にまで及びます！あなたが漠然とした曖昧な観念を持つことがないように、私はこう言わなければなりません。不愉快な日々の仕事のただ中で、天上の戦いが進行中です。天上の戦いに参戦するために、ある地点に到達しなければならない、ということはありません。それは霊的・道徳的戦いです。教会は日々の生活の中でこの戦いを戦っているのです。


  ですから、これがとても大きな争点であることをサタンは知っています。サタンは人の住む地に対する支配者としての地位についており、諸国民を欺き、束縛し、神に逆らわせ、神の御旨に敵対させていますが、これが危機に瀕しているのです。教会はこの戦いを、今、霊的に戦っています。私たち自身の霊の中で、私たちはこの戦いを徹底的に戦い抜くことになります。これは、私たちが霊の中で勝利するか、それともサタンが勝利するかの問題です。争点は、統治・主権・支配権の地位です。


  それではサタンの狙いは何でしょう？第一に、引きずり下ろすために堕落させることです。次に、信者たちを天的地位から退かせ、教会を退かせることです……。私たちの地位は、立ち上がって獲得すべき地位ではありません。エペソ人への手紙はこれをそのようには全く述べていません。「私たちを座につかせてくださいました」とあるように、すでに成就された事実として示しています。愛する人よ、これを理解してください。もしあなたが真に、イエス・キリストを信じる信仰によって、神の義を自分のものとして両手に持っており、理解しているのなら、あなたは天上にいるのであり、道徳的にサタンの上にいるのです。あなたの仕事は自分の地位を保つことです。サタンが躍起になっているのは、私たちを下に保つことではなく、私たちを投げ落とすことです。私たちはこの地位にあります。これは、私たちが信仰によって保つべき地位です。ですから、押しのけること、退かせることが彼の狙いです。しかし、ああ、腐敗させる彼の方法や、訴えや罪定めを科す彼の方法は無数にあり、常に私たちの予測力を上回っていますが、私たちを引きずり下ろす彼の方法、神の民を天的地位から霊的・道徳的に引きずり下ろす彼の方法も同様です。


  バラムの預言


  彼の陰謀、策略、狡猾さはいかなるものでしょう？私はバラムに言及しました。バラムに戻ることにしましょう。イスラエルを呪うためにバラムがバラクに雇われた時、バラムはやって来て山に登り、平原を見渡す頂に達しました。その平原中にイスラエルが広がっていました。バラムはイスラエルを麻痺させるためにイスラエルを呪うことを欲しました。神の御手がバラムの上に臨み、その御手の下でバラムは口を開いて話し始めました。彼が述べた二つの点に特に注意することにします。「主はヤコブの中に不法をご覧にならなかった」。ですから、ここではいかなる呪いも機能できません。「主はヤコブの中に不法をご覧にならなかった」。なぜでしょう？ヤコブの中に不法がなかったからでしょうか？断じて違います！ヤコブの中には多くの不義がありました。なぜ主はそれをご覧にならなかったのでしょうか？彼らの生活の中心に、幕屋、祭壇、いけにえ、尊い血、大祭司、至聖所とあわれみの座があったからです。彼らはその周りに集まっていました。「主は不法をご覧にならなかった」。ここに絵図が見られます。それを新約聖書の言葉で言い換えると、それはキリスト・イエスを信じる信仰によって私たちが持つ神の義です。それは私たちが生来持っているものではなく、キリストにあって受け取るものです。私たちがこの立場にとどまる時、呪いは無効化されます。


  さて、次にバラムはこう述べました。「これは一人離れて住み、諸国民に間に数えられない民である」。諸国民の間に数えられない。ああ、これは栄光です！これはイスラエルを諸国民から分離するだけでなく、諸国民の上に置きます。さて、代々の時代にわたってサタンが神の民に対してしようとしてきたことが一つあるとするなら、それは彼らを諸国民の間に数えられるようにすることです。私は厳粛に、注意深く述べています。今日のキリスト教界のまさに中心に、認知されたいという欲求があります。認知！組織化された教会が行うことはみな、認知されるためです。これらのすべての諸教会はどうでしょう？つまり、この場合、これらすべての手の込んだ人目を引く建物はどうでしょう？それらは認知されるためです。それらは大したものと認められるためです。その行為、宣伝、その他の多くのものはみな、何を目的としているのでしょう？認知されること、この地上で認めてもらうこと、数に入れてもらうことです。そうです、これはサタンの勝利です。そこでは霊的力は失われます。そこでは、教会は天に属すると見なされるものではなくなります。教会は、霊の中で、地に下って来て、諸国民の間に数えられるものとなりました。この世に占有され、この世から称賛を受け、この世から評価される地位に、サタンが神の民をつけられさえするなら、サタンは勝利して、教会をその天的地位から引きずり下ろし、地的なものにしたことになります。これは旧約聖書を貫いている原則です。これが黙示録でも問題であることがわかります。神はそれを許されません。サタンはこの線で成功を収めます。彼は教会を天から引きずり下ろしました。どこかでサタンは教会を地に触れさせ、何らかの形で地とのつながりを築いたのです。


  この背後には、神の栄光を貶めようという狙いがあります。それは、神がご自身を委ねられないもの、それから神は離れて立たざるをえないものの中に、教会を巻き込むことによってです。そのため、これらの諸教会に対して、主はこう言わざるをえません。「あなたが悔い改めないなら、わたしはあなたの燭台をその場所から取り除きます。あなたがこれを正さないかぎり、あなたを先に進ませることはできません。あなたは地に下って、原則的にわたし自身とは異なるもの、わたしの道徳的栄光とは異なるものと混ざり合ってしまいました。あなたはそれをすべて捨てて、それから抜け出さなければなりません。さもないと、わたしはあなたの証しの器をその場所から取り除かなければなりません。あなたが先に進むのを許すわけにはいきません。あなたが地上でこの世の中にあるのは、神の栄光の天的証しの器となるためなのです」。これが教会の目的です。


  いま述べたことは、とても多くの形で私たちに影響を及ぼします。そうです、原則上、諸国民の間に数えられるようになるという問題、この天的地位から落ちてしまうという問題は、無数のことで私たちに影響を及ぼします。ご自身の教会が地上でこの世に取り込まれたものとなること、この世の事柄の間に数えられるものとなること、この世から認められて評価されることを、主は決して意図されませんでした。主が意図されたこと、そして状況が正常な時に起きることは、この世が教会の存在に耐えられなくなって、教会を欲しなくなることです。これがこの世に反対して証しする教会の力です。


  この問題は聖書全体を貫いています。これはノアに見られます。聖書が告げるところによると、彼は「義の宣教者」でした。そして彼についてさらに、「まだ見ぬ事柄に関して神から警告を受け、敬虔な畏れに促されて、その家族の救いのために箱舟を用意しました。それにより彼は世を罪に定め、信仰による義の相続者となりました」と述べられています。この世に義が存在する目的は、彼らが世に「精通」するようになることではなく、世を罪に定めることです。ああ、今日、教会にその力があれば！世はこの人々をどうするのでしょう？黙示録に述べられている人々にしたのとまさに同じようにします。これにより彼らは勝利者になります。「彼らは死に至るまで自分の命を愛さなかった」。これが勝利者になる代価です。これをすべての面に適用するつもりは私にはありません。「神の民の天的性質というこの原則を、どこに、どう適用すればいいのか示してください」とあなたは主に求めなければなりません。次の警告と勧めを聞いてください。「あなたがどこから落ちたのか考えなさい」「耳のある者は、御霊の言うことを聞きなさい」「勝利を得る者に……」。これらの断片を一緒につなぎ合わせると、事実上述べられているのはこういうことです。すなわち、この敵、この反対者の妨げ、誘惑、力、怒りに対して、自分の天的地位を保持・維持する者たちは、王座に到達して、この敵がいま支配している所を支配することになるのです。これがその結果であり、途方もないことです。次に、勝利者になるにはすべてを犠牲にする必要があるからには、私たちはこのことを憶えておこうではありませんか。すなわち、キリストと共に苦しむ者は彼と共に治めるようになり、彼と共に栄光を受けるようになるのです。


  さて、おそらくあなたは神の天的御旨を少しばかり垣間見て、何が神の働きの目標であり、何が神の御旨であるのかを理解したことでしょう――それは天的な民です。ああ、これに関して教会にはビジョンが必要です。もし教会がこれを見たなら、教会はなんと違ったものになることでしょう！勝利者は、大多数が失ったビジョンを持つ一人の人、あるいは団体です。「神の全教会のために自分にビジョンを与えてください」と主に求めてください。なぜなら勝利者は――これを再び言わせてください――分離した人や事物ではなく全体と関係しており、神の完全な御旨とそれを失った人々との間の架け橋だからです。これが勝利者です。主が私たちの目を開かれる時、主はご自身の民の多くの人の目を開いてくださいます。それは全教会の益となるでしょう。ですから、私たちのためのパウロの祈りに応えてくださるよう、主に求めようではありませんか。「聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富！」「今、彼に栄光が、教会において、キリスト・イエスにより、代々かぎりなくありますように」。


  



  第三章 勝利者の証し


  
    「彼らは小羊の血のゆえに、彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った。彼らは死に至るまで自分の命を愛さなかった。」（黙十二・十一）


    


    「……私ヨハネは、神の御言葉とイエスの証しについて証しした。」（黙一・二）


    


    「小羊が第五の封印を開いた時、神の御言葉のゆえに、また自分たちが持っていた証しのゆえに、殺された人たちの魂を、私は祭壇の下に見た。」（黙六・九）


    


    「龍は女に対して怒り、彼女の子孫の残りの者たち、すなわち、神の戒めを守り、イエスの証しを持っている者たちと戦うために出て行った。」（黙十二・十七）


    


    「私は彼を礼拝するために、彼の足下にひれ伏した。すると彼は私に言った。『そのようなことをしてはいけません。私はあなたの僕仲間であり、イエスの証しを持っているあなたの兄弟たちの僕仲間です。神を礼拝しなさい。なぜなら、イエスの証しは預言の霊だからです』。」（黙十九・十）
  


  前の黙想では、勝利者に関して注意すべき三つの面について見ました。一つは状態・状況、もう一つは地位、そして三番目は証しです。この状態・状況はイエス・キリストを信じる信仰による義の状態・状況であり、この義は血によって示されます。血は主イエスの不朽の命と性質であり、信仰を通して私たちのものになります。これは、この悪しき者のあらゆる現われや働きに打ち勝つために必要不可欠な状態です。地位は状態、すなわち、天的命の結果であり、それから証しが生じます。この黙想では、この三番目の面について見ることにします。


  勝利者たちの証し


  すでに指摘したように、これらは三つの別の事柄ではありません。それらのどれも、他のものなしでは成り立ちません。各々が互いに通じ合っています。つまり、信仰による義の状態は、それが正しく適切に理解される時、一つの地位、霊的な天的地位という結果になり、この地位は証しに導くのです。これを逆の順番で見ると、この証しは本質的に地位のおかげであり、この地位は状態のおかげです。この意義を自分の心で十分に理解することがとても重要です。イエスの証しは真理の表明ではありません。事実の宣言や、主イエス、そのパースンと御業に関する或る真理の宣言でもありません。それを言葉で表明することは可能かもしれませんし、それはこれらの事実を含んでいるかもしれません。それを口で宣言することはできるかもしれませんが、イエスの証しはそれだけではありません。それは言葉で記された定型句や信仰告白ではありません。ここに示されているように、イエスの証しは大きな赤い龍を怒らせて、あらゆる形の活動に駆り立てます――この赤い龍は悪魔やサタンと呼ばれており、全地を欺く者、兄弟たちを訴える者です――イエスの証しは彼を怒らせて、黙示録十二章にあるような姿勢・態度を彼に取らせますが、このイエスの証しはたんなる言葉による証しではありません。それは、これらすべての事実が生ける霊的な形で現わされたものにほかなりません。それは、サタンが支配している領域に、このような途方もない影響を及ぼします。あるものがイエスの証しなのか、それとも、たんなる真理の表明にすぎないのかを決めるのは、その霊的有効性です。それが敵に及ぼす影響は常に、それが真の証しなのかどうかを判断する、かなり堅実な方法です。それは、主の民の中の一人の人あるいは一つの団体の中の内的現実である単複の事実です。それは実証済みのものです。彼らが述べ、告白し、主張していることではなく、彼らの存在そのものによって実証されているものです。彼らはそれなのです。これがイエスの証しです。


  こういうわけで、黙示録のこれらの最初の数章――そこでは勝利の生ける主が、諸教会に対して、彼らの証しに関して課題を突き付けておられます――で述べられている多くの立派な点も十分ではないことがわかります。ある方面においては、教理の表明としての真理からの逸脱はありませんでした。信仰告白を決して放棄していませんでしたし、主イエスに関する諸々の事実に依然として堅く立っていました。そうです、他の多くのものはきわめて立派であり、主もそう認めておられますが、それでも、彼らが代表しているものに関して、主は満足していないことを示す「しかし」というこの言葉を語られます――「しかし、あなたに対して責むべきことがある」「しかし、あなたにはこのことがある……」。しかし！主ご自身が彼の教会の存在理由を考慮される時、きわめて正統的で健全な教理の表明といえども、主はそれでは決して満足できないことがわかります。主が求めておられるのは、霊の宇宙におけるその効力です。その領域に及ぼすその力です。これがイエスの証しです。


  イエスの証しの性質


  次に、このイエスの証しの性質、すなわち、その効果がどのようなものかを見なければなりません。その性質はどのようなものでしょう？イエスの証しとは何でしょう？包括的に述べると、それは、イエスがサタンを征服されたこと、イエスがこの世に打ち勝たれたこと、イエスが死の力を滅ぼされたことです。包括的には、これがイエスの証しです。彼の場合、これは事実です。彼の場合、この世の君は追い出され、死の力を持つ者は無効化され、悪魔の働きは滅ぼされました。彼の場合、彼はこの世に打ち勝たれました。


  さて、イエスの証しは、彼に関する事実のたんなる宣言ではありません。そうではなく、地上のここかしこにあるこれらの燭台は器であり、生き生きとそれを現わすものなのです。聖所では決して燭台を消してはならなかったのは、そのためです。夜も朝も手入れして、その炎を明るく輝かせ続けなければなりませんでした。これは、彼に関するこれらの事実の現れを予表しています。これらの事実は教会により、この地上で、生き生きと明るく表されます。これが証しです。そして、これをすべて含む一つの言葉があります。サタンを征服すること、この世に打ち勝つこと、死を滅ぼすことがどういうことか、あなたは知りたいでしょうか？その核心に迫る一つの言葉があります。その言葉とは、命です。命はキリストの存在とその御業の総計です。キリストは命です。彼がこの世に来られたのは命としてです。彼のパースンは、この普遍的状態、すなわち、死、霊的死を消し去ります。彼は命です。彼の臨在は命です。今や、主イエスに関するものはみな命です。彼の中に死はありません。彼により死は全く飲み尽くされます。彼のパースンは、あの神の命の豊満であり、死が触れられるものはその中に何もありません。彼の御業は命です。主イエスの御業はみな、一つのことと関係しており、ただ一つのこととだけ関係しています。それは命です。彼にあって、命と不朽が明らかにされました――神の御旨の素晴らしい啓示です！不朽！不朽がすべてのもの、すべての場所を支配する法則となる時、なんという世界、なんという宇宙になることでしょう！不朽！これについて考えてみてください。今日、人々を腐敗させること、物事を腐敗させること、手続きを腐敗させることがなんと容易か、考えてみてください。その結果についても考えてみてください。しかし、その中に不朽の義が宿っている世界、被造物、新しい天と新しい地が来ようとしています。不朽の命が、神の新しい宇宙を支配する法則となります。これがキリストの御業の効果です。それは命です。サタンの存在と働きの総計が死であるのとは正反対です。サタンの存在は死です。サタンのパースンは死です。彼は死です。サタンは漠然とした存在である、と言うつもりはありません。しかしサタンはまさに死の化身・人格化であり、彼のすべての働きの効果は死です。彼が死をもたらしました。サタンが触れるものはみな死にます。彼は自分と共に、まさに死の息をもたらしました。


  イエスの証しは、次に、黙示録の冒頭にまさに見られるものです。そこでは、彼が生きている御方として示されています。彼はかつて死なれましたが代々にわたって生きておられ、死とハデスの鍵を持っておられます。イエスの証しは、サタンのパースンと働き、存在と影響の総計である死が、勝利のうちに飲み尽くされ、滅ぼされたということです。


  さて、これは諸事をまさに究極的完成に、その目的――イエスの証し――に至らせます！そして勝利者はこの証しのために置かれています。教会はこの立場に基づいて誕生しました。常に次のことを覚えておいてください。これがキリストにあって完全に成就されて、彼にあって、彼を通して、彼によって、これがすべてなされたという事実の印として、彼が神の右につかれた時、彼がそこにおられて、事が完全に達成された時、教会が始まり、誕生したのです。この新創造のまさに命が、聖霊という形で、教会の中に入り、それを生きたものにしました。この命が天から臨んだ時、教会が誕生しました。この命は死を征服したものであり、教会が存在するのは「イエスの証し」のためです。教会が全体的に欠け目のあるものとなる時だけ、勝利者が現れます。勝利者が登場するのは、欠け目を補い、回復し、失われたものを表示・表現し、神の全き御旨のために立つためです。勝利者の特徴たるべき唯一の点は、個人の勝利者であれ団体的な勝利者であれ、命によって表わされるこの証しです。


  このような証しのためになぜ或る地位を占めることが重要であり不可欠なのか、今私たちは理解します。これを表せるようになるには、あなたは或る地位になければなりません。霊的に優位なこの地位にあなたはなければなりません。この地位をパウロは「天上」という言葉で表しています。この地位を占めるためにあなたは、この血すなわち主イエスの不朽の性質の意義が示すあの状況・状態の中になければなりません。


  この血は命の根拠である


  さて、いっさいの根拠はこの血です。「彼らは小羊の血のゆえに彼に打ち勝った」。私は何事も当然視する気はありません。私は、よく知られていることを繰り返してあなたたちをうんざりさせる危険を冒すつもりです。黙示録十二・十一の「彼らは小羊の血のゆえに彼に打ち勝った」というこの節を引用する時、「このように血のゆえに打ち勝つことは、常套句を用いる問題だった」、すなわち、「彼らはこの御言葉を握って、それを何らかの客観的方法で敵の頭上に振りかざし始めたのである」などと思わないようにしようではありませんか。ひざまずいて、敵に対するこの血の効力と価値に訴えなければならない時があることを、私は承知しています。しかしこれを、医者が処方箋を書き記して、それを診断されたある問題に機械的に適用するのと同じように行うことはできません。これをそのように行うことはできません。あなたがこの血に訴える時、この血が効力を発揮するには、あなたはある立場になければなりません。それは霊的立場です。あなたは信仰によってそこになければなりません。あなたはまず、信仰によって、彼の完全な義の立場の上に徹底的に立たなければなりません。つまり、神との交わりから外れているのではないかという疑問、疑い、暗示をすべて去らせなければなりません。神との全き交わりに関してあなたに少しでも疑いを生じさせるものは何であれ、敵の前であなたを行動不能にします。あなたも私も、神の御前でこの立場を信仰を通して取れなければなりません――たえず信仰の中にいなければなりません。私たちは自分自身の心の忌まわしさと咎とをよく知っています。それにもかかわらず、神の御前でこの立場を取れなければなりません――すなわち、キリストがそこにおられるように、私たちもまたそこにいる、という立場です。キリストの義が私たちの義の尺度です。これは途方もない立場であり、神の御言葉にそう記されていなければ、死すべき人はだれもあえて想定しなかったであろう立場です。これが基礎です。そして、私たちの良心の上に働いてこれを妨げるものは何であれ、敵の前で私たちを麻痺させます。私たちはまず第一に、この血は神の御前で私たちにとっていかなるものなのか――この血は不朽の命について告げるものです――という立場に立って、それを処理しなければなりません。また、もちろん同じように、聖霊ご自身が指摘して、「これを見なさい。これはあなたが固執しているものであり、それによってあなたは自分自身の意志で自発的に行動しています。それが神の御旨ではないことを知りつつ、あなたはそれを行っているのです。あなたはそれを捨てなければなりません」と仰せられるものは何であれ捨てなければなりません。さもないと、私たちは敵の前で敗北し、敵が有利になります。信仰による状態と、光の中を歩むこととにより、私たちは敵に対して優位に立ちます。これが唯一確実で正当な証しの根拠です。それは証しという結果になります。この証しの根拠はこれなのです。


  十字架を通して効力を発揮する血


  ですから、敵に向かって常套句を用いようなどとは思わないようにしましょう。敵を麻痺させるのは、ある地位につくことです。確固たる地位につくことです。敵にできるのは、巡り歩いて、中に入るための何らかの道を見つけようとすることぐらいです。血は証しの根拠です。「彼らは小羊の血のゆえに（「によって」という訳よりもこの訳の方がずっと良いと思います）彼に打ち勝った」。この訳の方が私たちの理解を遥かに助けてくれます。これは何かを客観的な方法で用いることによるのではなく、主観的な方法による何かのゆえです。小羊の血のゆえです。これは十字架が実際のものになっていなければならないことを意味することがわかります。血が解き放たれて効果を発揮するのは、十字架という方法によります。つまり、命の血の証しが確立されるには、十字架が死の根拠をすべて取り除かなければならないのです。死の根拠は十字架において対処されます。この問題における十字架の特別な意義は、天然的な私たちの存在がそこですべて取り除かれたことであることがわかります。これが十字架です。その後、あなたは血の生ける証しを持ちます。それは別の性質です。十字架において取り除かれた性質ではなく、別の性質、彼ご自身の性質です。この性質は栄光のうちに進み続けます――これが証しです。いけにえがささげられた後、その血は至聖所の中に運ばれて、永続的な生ける証しとなります。その場所でこの血は、古い性質のうちにある死の根拠はすべて廃棄され、取り除かれた事実を証しします。この血は神の御前で、「ここに別の性質があります。この性質はこれに打ち勝ち、死に打ち勝ち、罪に打ち勝ち、肉に打ち勝ちます。したがって、サタンのすべての力に打ち勝ちます」と告げます。これがこの血の現在の証しです。


  ですから、十字架を私たちは用いなければなりません。死によるキリストとの合一を、自分たちの性質全体に受け入れる地点に、私たちは達しなければなりません。さもないと、生ける証しはありません。証しのためのいかなる試みも、たちまち敵に反撃されるでしょう。


  ダビデのとても有名な物語をあなたは覚えているでしょう。彼は熱心かつ情熱的に、主へのまことの信仰心により、ある日、イスラエルの長老たちと民を共に集めて、「もしあなたたちが良いと思うのなら（中略）私たちの神の契約の箱を再び私たちのところに持ってこようではありませんか」と言いました。確かに、それはとても良いことです。私たちは同意します！それを行うのはとても良いことであり、主を喜ばせるにちがいありません。そこで彼らは手筈をすべて整えました。彼らは契約の箱のために荷車を造り、その上に契約の箱を載せて、大いなる情熱と熱心さで道を進み始めました。確かに彼らは主に仕えていました。その道すがら、雄牛がつまずきました――なぜなら、この類のことが遅かれ早かれ困難に際して必ず起きるからです――そしてウザが契約の箱を支えるために手を伸ばしました。すると、主の怒りが彼に対して燃え上がり、彼は主の御前で死にました。その日、ダビデは主に対して悲しんで、「どうして私は神の契約の箱を自分のもとに持ってこれよう？」と言いました。そして、契約の箱の行き先はオベデエドムの家になり、そこに長らくとどまりました。その後、次の章では全く新しい領域が開かれます。ダビデはレビ人たちに身を聖別するよう命じて、「レビ人たち以外の何者も契約の箱を運んではならない。なぜなら、主は神の契約の箱を運ばせるために彼らを選ばれたからです……」と言います。この章の後の方では、ダビデが「最初（レビ人たちが）契約の箱を担わなかったから、主は私たちを打たれたのです。私たちがしかるべき方法で主を求めなかったからです」と言ったことが記されています。


  さて、レビ人たちは何を表しているのでしょう？ウザが表しているのとは正反対のものです。ウザは何をしているのでしょう？ウザは、主のための働きの良いささやかな計画の管理人の一人です。第一に、私たちは会議を開いて、主のためのこの良い計画をどう行うのかについて議論します！私たちは自分たちの荷車、自分たちの素晴らしい機械的計画を持ち出します。私たちは主のために働こうとします！しかし、彼らがその提案に取りかかるやいなや、死が入り込みます。主のための最善の動機、最大の熱心さでなされたことの中に死が入り込みます。その事の結末は死です。それは、真っ先に主の権益に関して血肉に諮ること、主の働きのために人の観念を具体化すること、そして人が責任を負って諸事を掌握すること、といったあらゆる天然のしるしを帯びています。これは、主の奉仕においても、死の領域です。


  レビ人たちはこの正反対のものとして登場します。彼らは契約の箱を、荷車ではなく自分たちの肩に担いました。レビ人たちは、天然の立場は死の立場としてことごとく取り除かれたという事実を表す人々です。この働きによって示される証しがイエスの証しです。それは本質的には、死は勝利のうちに飲み尽くされたという証しです。もしあなたが荷車、人間的考え、ウザの手を持ち込むなら、この証しに矛盾します。それは天然であり、人であり、旧創造です。イエスの証しの傍らにそれを置くなら、矛盾が生じます。神は矛盾を支持されません。死がそれを打つでしょう。


  もしイエスの証しを確立したければ、すべてがこの証しと一致しなければなりません。レビ人の聖別には三つの供え物があったことを、あなたは思い出すでしょう。罪のための供え物は、この旧創造は神の御前から断ち切られたことを告げます。次に、全焼の供え物は、油が混ざった穀物の供え物と共に、ここに別の性質、主イエスの完成された罪なき人性があること、また、神に受け入れられている彼の奉仕と犠牲があることを告げます。これがレビ人の受容・聖別・奉仕の根拠です。この原則が登場します。主イエスはどのような方なのかが奉仕の根拠であって、主の働きをなす方法に関する私たちの助言や会議ではありませんし、主の権益のための私たちの計画でもありません。それはすべてを行い、すべてを支配するキリストです。これは命です。イエスの証しは命の証しであり、すべてがそれと一致しなければなりません。これは、私たちの天然はすべて、あのいけにえ、あの供え物、あの十字架によって取り除かれ、ほふられ、焼き尽くされていなければならないこと、そして、ただキリストだけになっていなければならないことを意味します。


  アジアの七つの教会を取り扱うとき、主が常に光で照らされたのは、まさにこの点でした。「愛するエペソよ、あなたがわたしのために何をしているのかが問題なのではありません。わたしはあなたの忍耐、あなたの労苦を知っています。わたしは知っています。あなたは熱心であり、献身的であり、忍耐して労苦していますが、問題はあなたがわたしのために何をしているかではありません。わたし自身が、わたしの復活の命の力により、あなたたちの間で卓越しているかどうかが問題なのです。わたしがサタンを打ち破り、その死の力を滅ぼしたというこの証しの効力を、サタンの領域が感じているかどうかが問題なのです」。これが重要な問題です。これはすべて血の中にあります。それは命の根拠です。


  燭台の教訓


  さて、締めくくりに一言述べたいと思います。幕屋にある聖所の燭台・燈台からアジアにある諸教会の燈台への変化はありますが、原則は同じであることを覚えておいてください。原則はイエスの証しであり、両方とも同じです。さて、幕屋に戻って、この燈台すなわち七つの枝を持つ燭台があった聖所を見ると、そこには型として何が示されているのでしょう？第一に、その燈台の場合、自らを照らす光があります。燭台の明かりが燭台自身を照らすべきことが、明確に指示されており、述べられています。燭台は自らの明かり、自らの証しの中に立ちます。次に、それに加えて、その光は備えのパンの机を照らし、さらに、香の祭壇を照らします。それは自分自身を照らし、他のすべてのものを照らします。


  さて、ここにとても尊いものがあります。というのは、次のことに注意しましょう。すなわち、この原則は黙示録にも導入されているからです。それは証しにおいては同じ事です。中心の幹と七つの枝を持つこの燈台・燭台は、キリストとその教会の絵図です。新約聖書はそれをキリストのからだと名付けています。キリストはこのからだのかしらであり、その中心的・至高的要素です。彼の教会は彼と一つであり、一つのからだであり、彼の一つの御霊、この一つの油をみなが共有しています―― 一つの証し、イエスの証しを共有しています。しかし、絶えず明るく保たれるべき、この燭台の生ける炎は、燭台全体を照らします。そして、イエスの証しは一つの生けるからだの中になければならないこと、そして、このからだ自身もこの証しの光の中になければならず、自分自身の証しで輝いていなければならないことを告げます。他の事柄や他の人々のために光を掲げておきながら、自らは暗闇の中にいるようではいけません。「イエスは生きておられる」と宣べ伝えておきながら、自らは死んでいるようではいけません。教会自身の活気こそが、証しです。教会は世に対して真理を掲げるだけでなく、自らその真理の益に浴していなければなりません。「イエスは死を征服して生きておられる」と告げるだけでなく、「私はその益に浴しています。私はその生ける証しとしてここにいます。なぜなら、その光は私をも照らせるからです」と言えなければなりません。教会はその証し自体の光を担えなければなりません。その光を得て、その光に浴し、「私は自分自身に言えないことを述べているのではありません。私はその教理の生ける表現なのです」と言えなければなりません。


  愛する人よ、教会について述べる時、私たちはキリストのからだの肢体であること、そして、全体に言えることは各部にも言えなければならないことを覚えておこうではありませんか。これが勝利者です。この光に照らして、「自分は勝利者だろうか？」と私は自問しなければなりません。あなたも同じ問いを自問しなければなりません。あなたは勝利者でしょうか？この証しの光があなたを照らすとき、あなたはそれに耐えられるでしょうか？「キリストは生きておられます、キリストは死を征服されました！」と、天におられる主イエスに関してだけでなく、ありのままの私たち各自の証しとして言えるでしょうか？「あの復活の命が私の内に働いています。私はキリストの復活の命の力を知っています」と各自が言えるでしょうか？神はどん底の経験を通して私にそれを知らせてくださったでしょうか？キリストの復活の力の中で何度も何度も起き上がることがどういうことか、私は知っているでしょうか？私の内にある復活の主の命により死の襲撃を打ち負かすことがどういうことか、私は知っているでしょうか？自分についてそう言えるでしょうか？これが勝利者です。いかなる教会も、その個々の構成員の度量以上の証しを持つことはできません。あなたと私が、いずれかの地域教会の構成員として、常に心掛けるべき一つの事は次のことです。「ああ、主よ。たんなる教えの入れ物や媒体となることから、私たちを守ってください。私たちが命によって特徴づけられるようにしてください。それは他の人々が中に入って来る時、そこで述べられていることを彼らが理解してもしなくても、『私には全く理解できないけれども、ここには命があります。ここで私は生ける主に出会いました』と叫ぶようになるためです」。私が望むのは、人々が一言も理解できないまますぐに出て行ったとしても、こう言えるようになることです。その方が、たとえ様々な事柄を知的に理解したとしても、その衝撃力を全く感じないよりはましです。


  主に祈りましょう。「どうか主が私たちを個人的にも団体的にも、この意味で、勝利者にしてくださいますように。どうか証しが、私たちがこの世に対して、教会に対して掲げるだけのものになりませんように。そうではなく、その証しの光が私たちを照らすとき、私たちが自分自身の証しの光の中に恥じることなく立てますように」。


  その光が供えのパンの机を照らして、イエスの証しを告げました。その証しは生ける人、神ご自身の御心にかなう人に関するものでした。この人は私たちの糧、私たちの命、私たちの支え、私たちの食物です。彼が生きておられるので、私たちも生きます。これが供えのパンの意義です。このようにこの光は備えのパンを照らして、私たちの命であるキリストを証しします。次に、香の祭壇は、私たちが復活した生けるキリストにあって、神へと至る開けた道、開かれた天、神との交わりを持っていることを証しします。これがイエスの証しです。これにはたんなる教理にすぎないものは何もありません。彼が生きておられるので私たちも生きます。私たちは彼に拠り頼んで生き、彼を通して何の妨げも受けずに生き生きと御父に近づきます。これがイエスの証しであり、主の民の間にさらに豊かに回復される必要があります。これについて祈ってください。また、あなた自身がそれにあずかれるように、イエスがそれによって死を征服された命があなたにおいて又あなたを通して現実のものとなるように、祈ってください。


  



  第四章 心の問題


  
    「……あなたたちの心の目が照らされて（中略）聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富を（中略）あなたたちが知りますように。」（エペ一・十八）


    


    「……その方の中であなたたちも、御霊の中にある神の住まいのために、共に建造されます。」（エペ二・二二）


    


    「さてダビデは自分の家に住むようになったとき、預言者ナタンに言った、『見よ、私は香柏の家に住んでいるが、エホバの契約の箱は天幕の下にある』。ナタンはダビデに言った、『すべてあなたの心にあるところを行いなさい。神があなたと共におられるから』。」（一歴十七・一～二）


    


    「その時ダビデは要害の中におり、ペリシテ人の先陣はベツレヘムにあったが、ダビデは切に望んで、『だれかべツレヘムの門の傍らにある井戸の水を私に飲ませてくれるとよいのだが！』と言った。そこでその三人はペリシテ人の軍勢を突破して、ベツレヘムの門の傍らにある井戸の水を汲み取って、ダビデのもとに携えて来た。しかしダビデはそれを飲もうとはせず、それをエホバに注いで言った、『わが神よ、私は断じてこれをいたしません。命をかけて行ったこの人たちの血をどうして私は飲むことができましょう。彼らは命をかけてこの水を取って来たのです』。それゆえ、彼はそれを飲もうとしなかった。このようなことをこの三勇士は行ったのである。」（一歴十一・十六～十九）


    


   「神はサウルを退けた時、ダビデを立てて彼らの王とされました。神はまた、その人について証しして言われました、『わたしはエッサイの子ダビデを見いだした。彼はわたしの心にかなう者で、わたしの意志をすべて行うであろう』。」（使徒十三・二二）


    


    「エホバよ、ダビデのために、そのすべての苦しみを覚えてください。彼はエホバに誓い、ヤコブの全能者に誓願をしました。『私は決して私の家の天幕に入らず、私の寝台に上らず、私の目に眠りを、私のまぶたにまどろみを与えません。私がエホバのために場所を見いだし、ヤコブの全能者のために幕屋を見いだすまでは』。」（詩一三二・一～五）
  


  「聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富」「あなたたちも（中略）神の住まいのために（神の住まいへと）、共に建造されます……」。これが私たちの黙想の基礎となる新約聖書の御言葉です。しかし私たちは旧約聖書に向かって、これが歴代誌上の十七章の中に予表されているのを見ることにします。「ダビデは自分の家に住むようになったとき……」。ダビデに告げるよう主がナタンに言われたことを、あなたはご存じでしょう。しかし、それによってこの重要性は変わりません。それが意味するのはただ、ダビデ自身はその家を建てるのを許されなかった、ということです。そしてこれが明らかにされた時、主はとても尊く、とても恵み深いことをダビデに語られます。主はダビデに、主が彼に家を建てること、そして、主が彼の子を彼の王座の上に永遠に確立すること、またそのような多くの恵み深い事柄を語られます。それを前にして、ダビデは主の御前で言わばひれ伏して、「私は何者であり、私の家が何だというのでしょう……？」と言います。その後、十八章が次のように始まります。「さて、この後、ダビデはペリシテ人を打ってこれを征服し、ガテとその町々をペリシテ人の手から取った。また、彼はモアブを打った」等々。


  さて、これはみな黙示録十二・十一と関係しています。「彼らは小羊の血のゆえに、彼らの証しの言葉のゆえに彼に打ち勝った。彼らは死に至るまで自分の命を愛さなかった」。これがこれにどう当てはまるのか、あなたにはわからないかもしれません。しかし、すぐにわかるようになると思います。


  勝利者に関して今強調すべき一つの点があります。それは、勝利者の問題は心の問題である、ということです。勝利者は、つまるところ、結局この問題に帰着します。すなわち、それは心の問題である、ということです。


  パウロによって書かれたエペソ人への手紙――私たちが読んだ句はその一つの見本です――と、ヨハネがパトモスでエペソ人に宛てて書いたメッセージとのつながりは、きわめて明白です。第一に私たちは次のことを見ました。すなわち、与えられたこの啓示の内容は、一言で言うと、彼らの心の目が知恵と啓示の霊によって照らされて、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富を知ることです。黙示録二章のエペソへのメッセージは、「あなたはあなたの初めの愛を離れました。あなたがどこから落ちたのかを考えなさい」です。それは心の問題であり、この心の問題は主ご自身にとって最も尊いものと関係しています。それは心を十分に、完全に、堅く、主の御心にとって最も大事なものに定める問題です。「聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富」というこのささやかな句ほど、これを十分かつ完全に示している句は聖書中にありません。主の心はこれに定まっています。これは主にとって尊いものです。勝利者は、自分自身の嗣業、自分自身の祝福、最高のものを大事にする立場を遥かに超えて進みました。大事なのはもはや事物や祝福等ではない地点に、勝利者は達しました。彼の前には一つの事しかありません。すなわち、主が要求しておられるもの、必要としておられるもの、望んでおられるもの、心を定めておられるものを、主が獲得されることです。私たちの嗣業ではなく、主の嗣業です。これが勝利者であり、それは心の問題です。それは神の権益を求めてねたむ心、神の全き御旨が表されて実現されることを求めてねたむ心です。勝利者の予型や現実を見る時は常に、これが勝利者を最も深く特徴づけているものであることがわかります。それは心の問題です。


  神ご自身の心にかなう人


  ダビデの事例について、これに注意を払うことにしましょう。今や彼は熟年に達し、過去長いあいだ神と共に過ごしてきました。彼は、神の恵みを通して自分に臨んだ祝福とあわれみの中に座しています。そして座している時、彼は黙想してこう考えました。「私は香柏の家に住んでいますが、エホバの契約の箱は天幕の下にあります。こんなことがあってはなりません！」。この時のダビデの心境が詩篇一三二篇に示されています。「私は決して私の家、私の香柏の家に入らず、私の寝台に上らず、私のまぶたにまどろみを与えません。私が主の契約の箱、主の証しのために場所を見いだすまでは」。ダビデは誓いました。ダビデの心が明らかになります。そして、これがダビデの生涯に対する鍵です。ダビデの登場からその生涯の終わりに至るまで、これがすべてであることがわかります。


  彼の登場がゴリアテと関係していたことを、あなたは覚えているでしょう。そのとき、彼は主の御名のために、主の権益のために熱心でした。彼が出て行ったのはイスラエルのためではなく、主のためでした。「お前が汚した万軍の主、イスラエルの軍勢の神の御名の中で、私はお前に立ち向かう」。


  また、サムエルがサウルの後継者に油を注ぐよう命じられて、エッサイの息子たちが彼の前に通された時――その時ダビデはまだ不在でした――彼は長兄に油を注ごうとしましたが、主はサムエルを押しとどめられました。主は言われました、「容貌や背丈を見てはいけません（中略）主は心を見ます」。ここでもまた、心について述べられています。


  最後に至るまでそうです。ナタンはダビデに言います、「すべてあなたの心にあるところを行いなさい」。ナタンは善人であり、ダビデの生涯の中で栄誉ある偉大な地位を占めていました。ナタンは王を叱責できる人でした。そして、その叱責をダビデは気分を害さずに受け入れることができました。ナタンは、ダビデの心を知っていたがゆえに、彼のあらゆる間違いや失敗、そして度々の恥ずべき行いを目の当たりにしたにもかかわらず、「すべてあなたの心にあるところを行いなさい」と言うことができました。


  その後、「わたしは、わたしの心にかなう人、ダビデを見いだした」という、ダビデに対するこの偉大な証しがなされます。このようなことがどうしてありえるのでしょう？ウリヤに対するダビデとその罪を見てください。イスラエルを数えて、国民全体に禍いを招いたダビデを見てください。そうです、さらに弱さの中にあるダビデを見てください。彼は殺人者であるアブサロムを、この殺人者が全く悔い改めていないにもかかわらず、天然的愛情のみに基づいて、道義的責任を見逃したのです。これが神ご自身の心にかなう人でしょうか？ああ、この人には数々の失敗や弱さがありますが、この人の心の中には神がよしとされるもの――それは彼の全生涯にわたって残ります――があります。この人には、証しのための場所を見いだすという、主の権益のための熱心な焼き尽くす炎のような情熱があります。ダビデの心にとって大切なのは神の嗣業です。だから、彼は神ご自身の心にかなう人なのです。


  勝利者にはこの同じ特徴がある


  私たちはダビデの三勇士の事例について読みました。これはこの同じ原則を側面から照らす光にほかなりません。ダビデはある日、あるものを大いに切望して言いました、「ああ、だれかべツレヘムの門の傍らにある井戸の水を私に飲ませてくれるとよいのだが！」。そこでこの三勇士はペリシテ人の軍勢を突破し、自分たちの命をかけて、その井戸の水をダビデのために持ってきました。彼らは「勝利者」でした。何が彼らを勝利者にしたのでしょう？彼らは自分たちの主君である王の意向を察しました。彼らは自分の命を惜しいとは思いませんでした。この原則がわかります。


  勝利者は、いわゆる「勝利者の真理」というある特別な種類の教えのために立つ人ではありません。あるいは、「勝利者」について話すある特定の人々の団体でもありません。勝利者は、一つのすべてを支配し、すべてを制御する情熱を心に抱く人や団体です。自分たちには祝福や事物はなくてもかまわない、神が御民の間で完全な満足を得られますように、という情熱です。彼らは開かれた目で、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富が何を意味するのかを見て、自分の心を定めた人々です。次の御言葉に再び注意してください、「あなたたちの心の目が照らされて（中略）あなたたちが知りますように」。


  勝利者が登場するのは、主の民が全般的にこのビジョンと立場を失った時です。ですから、この問題は比較的小さな団体に限られているのを、常に見いだします。他の人々は主の民であり、主の事柄に大いに専念しているかもしれませんが、往々にして、彼らの探求や関心は祝福やその類の事柄です。時として、それは霊的力の事柄であり、彼らの祈りは常に力を求めます。彼らは、もちろん、真摯に、奉仕のための力、主によりよく仕えて、さらに用いてもらうための力を求めているつもりです。そのようなことや、他の特別な祝福を彼らは求めているかもしれません。しかし、彼らは事物を求めていることがわかります。ああ、リバイバルを求めて祈る人がなんと大勢いることでしょう！力やリバイバルを求めて祈るのは悪いことである、と言うつもりはありません。しかし、聖徒たちのあまりにも多くがそうしたことに占有されています。それらはとても良いのですが、どこか違います。悪くはないのですが、どこか違います。


  現実と虚構


  最近御言葉を読んでいたとき、二つの出来事に出くわして私は感銘を受けました。その一つはエリヤの大きな戦いです。それをカルメル山上のリバイバルとも呼べるでしょう。ほぼ普遍的なものになりかけていたバアル礼拝との、あの凄まじい戦いの物語をあなたはご存じでしょう。祭壇が設けられてエホバが呼び求められ、火が下った時、神の力と正しさが大いに力強く示されました。そして、この同じ民は直ちに「エホバこそ神である！エホバこそ神である！」と叫びました。これを一大リバイバルと呼べるでしょう。すべての民が「主は私たちと共におられます。私たちは主を支持します！エホバは主です。私たちは主の側につきます！」と叫びます。その後すぐに、エリヤは絶望します。それは全くイゼベルの言葉のためだった、とは私は信じません。彼女は、いわば絶好の瞬間に、エリヤに向けられたサタンの矢だったのかもしれませんが、それですべて説明がつく、とは私は信じません。そこには別の要因もあったかもしれない、と私は信じています（私にその証明はできませんが、これは大いに原則にかなっています）。つまりこういうことです。エリヤは民の心の変わりやすさをよく知っていたのです。彼は民が叫ぶのを聞き、民がエホバを称えるのを見ましたが、彼はこの民を知っていました。彼らがそのように叫んでいるのは、ただ、何かが外面的・客観的形で起きたからにすぎず、主が御力を現わして実証されたからにすぎませんでした。この民の心の変わりやすさ、不安定さをエリヤは知っていました。彼の心は満足しませんでした。ですから、彼は大きな絶望の状態の中で、主に対して不満を注ぎ出します。「私は万軍の主なる神のために大いに熱心でした。イスラエルの子らがあなたの契約を捨てて、あなたの祭壇を打ち倒したからです」云々。カルメル山のこの出来事の後はじめて、民が「主こそ神である」と叫んだ後はじめて、主はエリヤに向かって「イスラエルにはまだ、バアルに膝をかがめなかった七千人がいる」と仰せられたことに、あなたは気づいているでしょうか（この点に私は衝撃を受けました）。あなたがこの意義を理解しているかどうか私には疑問です。私にとってそれは啓示でした。愛する人よ、主が何かを外面的に行われる日、リバイバルの日に、群れをなして来るかもしれない人々は勝利者ではありません。彼らがそこにいるのは、何かが起きているからです。神が欲しておられるのは、それよりも深いものです。バアルに屈したことのない膝であって、リバイバルの中にやって来た膝ではありません。リバイバルを決して必要とはしていなかったけれども、他のいっさいが間違った道を進んでいる時に、密かに神と共にあった膝です。エリヤが心の中で次のように言っていたとすると、印象的です。「確かに、これは全く結構なことです。立証される時、力が現わされる時、人々はこのように姿を現すことができます。しかし、ああ、彼らは長続きしません！もし状況が悪化して、外側のしるしがすべて消え去るなら、彼らは再び離れていくでしょう。私が欲しているのは、それよりも深いものです。しかし、それは見当たりません」。主は仰せられます、「わたしには七千人がいます。彼らは叫んでいませんが、彼らの心はずっとわたしと共にありました。彼らにリバイバルは全く必要ありませんでした。彼らの心は真実だったのです」。


  さてこれと並んで、この同じ点の別の絵図にすぎませんが、ヨシヤの時代のリバイバルに私は出くわしました。それはイスラエルの最後の大きなリバイバルでした。ヘゼキヤの下でリバイバルらしきものがありましたが、ヨシヤは全イスラエルを招集しました。そこで人々は自分の町や村から上って来て、エルサレムで過越の祭りの一大祝典を祝いました。この出来事についてこう述べられています、「預言者サムエルの日からこのかた、このような過越の祭りはイスラエルにはなかった」（二歴三五・十八）。ああ、リバイバル！しかし、この出来事がすべて描写されて、その徹底ぶりと熱意に関して述べ尽くされた時、とても純粋に見えるものに対して、「しかし主はその激しい激怒を撤回されなかった」というこの恐ろしい御言葉が直ちに述べられます。私が思うに、これは当て外れです！すべて台無しです！リバイバルのこの大いなる日に、民もまさにその中にいて、すべてがとても純粋で素晴らしげに見えるにもかかわらず、それについて直ちに「しかし主はその激しい激怒を撤回されなかった」と述べられているのです。さらに、これよりも強烈な事が続きます。リバイバル以上のもの、リバイバルの熱狂以上のものを、主は欲しておられます。勝利者はこのような人々ではありません。主が欲しておられるのは、ご自身から離れたことのない心状です。一大運動に熱中する人々ではなく、その心がずっと真実だった人々です。これは新約聖書、黙示録にも言えるのではないでしょうか？これを主はそこで示しておられるのではないでしょうか？それは、堕落のただ中で、主の全き御旨に対して忠実な人々です。外面的な見せかけやしるしによって回復された人々ではなく、その心が主の嗣業の上にしっかりと堅く据えられている人々――それは主がご自身の求めておられるものを得るためです――です。


  主ご自身に対する究極的献身――その課題と可能性


  さて、この点を明確にして強調するのに十分なデータを提示したと思います。では、このすべてから何が生じるのでしょう？私たちは何を求めているのでしょう？私たちは本気で神と交渉するつもりでしょうか？主の心が定まっているすべてのものの上に、私たちの心は全く定まっているでしょうか？さて、兄弟、姉妹、この課題を受け入れて、この問題を考えてください。もしそれが真実なら、とても多くのことが起きるでしょう。私たちの心がこの目標に定まっているなら、主は必要とあらば私たちを剥ぎ取って、ご自身の目標を達成できます。私たちの心が主の目標、主の全き目標に定まっているなら、私たちは死に至るまで自分の命を愛さないでしょう。議論や討論をしないでしょうし、主ご自身以外の何ものも自分の標準や制約とはしないでしょう。主が欲しておられるすべてのものの上に自分の心を定めている人なら、「まあ、何某氏はとても敬虔な人で、このことやあのことをしています。どうして私がそれ以外のことをしなければならないのでしょう？」とは決して言わないでしょう。ああ、このような方針の人々と、私たちはなんと多くの戦いをしていることか！私の経験上、人々との際立った戦いのいくつかはこの類のものでした。愛する人よ、厳粛さと愛のかぎりを尽くして言いましょう。もしそれがあなたの標準なら、あなたは神の標準に遠く及ばないでしょう。かつてこの地上に生きていた最も聖なる敬虔な人といえども、決してあなたや私の標準にしてはなりません。神は御子以外の人がこの地上で無謬になるのを決して許されませんでしたし、これを示すために多大な労苦を払ってこられたことを、あなたは認めなければなりません。ご自身の御心にかなう人であると告げられているダビデは、自分の失敗を神に覆ってもらえませんでした。彼の失敗は神の御言葉の中に記されており、数千年そこにあって万人が見ることができます。たとえ神に最も用いられた人でも、その人の弱さを神が隠された人は一人もいません。私たちが男女を自分の標準にすることを、神は断じて許されません。


  神の最も完全な御旨に真に達する人の心は常に、彼らが地上で知っている最善のものを遥かに超えて進みます。そこに議論や討論はありません。その姿勢は常に次のようなものです、「主よ、もしあなたが私によってさらに優ったものを得られるなら、私には用意が整っていますし、喜んでそうします。私の望みはただ、あなたが私によって得られるものをあなたがすべて得ることです」。これが勝利者です。それは心の問題です。私たちは自分の偏見や先入観を放棄する覚悟をしなければなりません。自分の頑なさを放棄しなければなりません！私たちに対する問題は常に次のようなものであり、これが支配的原則です、「主よ、これはあなたの最も完全な道でしょうか？もしそうなら、他のことを私がどれほど強く考えてきたとしても、私は自分の考えを放棄しなければなりません。他のことを私がどれほど望んできたとしても、私は自分の望みを放棄しなければなりません。私の好みがその道を邪魔してはなりません。主よ、あなたは何を求めておられ、何を望んでおられるのでしょう？」。これが主のために土地を清めます。エペソ書は聖書の中で最も高い啓示です。エペソ書によって私たちが導かれる至高の事柄は、すでに見たように、これです。「……あなたたちの心の目が照らされて（中略）聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富を（中略）あなたたちが知りますように」。


  さて、これが最終的に勝利者の地位をもたらします。黙示録十二章のこの男の子は神とその御座に引き上げられます。「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの王座に座らせよう」。ヨシュア記にはイスラエルの嗣業について記されていますが、王については記されていません。列王記、歴代誌、サムエル記に来ると、王と王座について記されていますが、焦点はもはやイスラエルの嗣業ではなく、神の嗣業です。それを体現しているのがダビデです。彼は王であり、この事の化身・人格化です。「私は私の家に入らず、私の寝台に上らず、私の目に眠りを、私のまぶたにまどろみを与えません。私がエホバのために場所を見いだすまでは」。これが王職であり、王座であり、王座の原則です。私たちは主の民であり、主のために多くのことを行い、主の権益を推進することを望んでいるかもしれません。そしてそうすることにより、主ご自身よりも事物に専念しているかもしれません。ああ、主の民にビジョンが臨んで、そのような事物から――たとえ霊的な事柄だったとしても――綺麗さっぱり引き上げられますように。そして、主が求めておられるもの――聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富――へともたらされますように。主が完全な栄光と満足を得て、「今や神が教会により栄光を受ける」という結末になりますように。「教会により、またキリスト・イエスにより、神に栄光がありますように」。あるいは言い換えると、「平和の神が御目にかなうことをあなたたちの内に行い、あなたたちをあらゆる善いわざに間に合うものとならせ、御旨を行わせてくださいますように」。主がこのような御方であることがわかります。私たちの心はそこにあるでしょうか？これが勝利者に関するいっさいの問題の核心です。死に至るまで自分の命を愛さないことは、何ものにもまして、数百・数千以上の事にもまして意味があります。それが意味するのは文字どおり殉教することだけである、と解釈しないようにしましょう。ああ、私たちは多くの種類の殉教を忍ばなければならないかもしれません。彼のそしりを負いつつ宿営の外に出て、彼のもとに行かなければならないかもしれません。虚偽や誤解を忍ばなければならないかもしれません。主が最も完全な御旨を成し遂げられるようになるために、私たちは排斥やあらゆる種類の事柄を耐えなければならないかもしれません。こうしたこともみな、等しく、勝利者の道です。


  私が述べているのは、「勝利者でなければ天に辿りつけない」ということではなく、「主が求めておられるのは、主が必要としておられ、主にとって特に尊いものである」ということです。勝利者は主を満足させ、主が永遠の過去からずっと御心を定めてこられたものに応じ、主の嗣業と行動を共にします。エペソ書の一つ目の御言葉「聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富」と並んでもう一つの節「あなたたちも神の住まいのために共に建造されます」を示したのは、これが理由です。ダビデの心は神の住まいに据えられていました。神の栄光を示すことができる住まいです。ですから、ソロモンが宮を建てるよう彼は配慮しました。その輝かしい結末は、「エホバの栄光がエホバの家に満ちたので、その栄光のゆえに祭司たちですら中にとどまっていられなかった」です。主はその場所をご自身の栄光で満たされました。その中に人のための余地はありませんでした。主の僕たちですらそうでした。私たちは神の住まいのために共に建造されます。それは神が、聖徒たちの中に彼の嗣業の栄光の富を持つようになるためです。それは心の問題です。


  さて、すべては理解できなくても、すべては覚えられなくても、これらすべてに対する鍵を受け取ってください。勝利者に関する問題はすべて、次のように表すことができます。それはすべてに触れます。その鍵とは、「その内容がすべて自分の人生で真に成就されるよう、私は主に求めよう！」ということです。この問題の核心は、「主が望んでおられるもの、主が私によって、私を通して得られるものを、主はすべて得なければなりません。たとえどんな代価を払っても。主がご自身の嗣業を得なければなりません。事物や、自分の欲するものや、自分の好きなものではなく、主が求めておられるものを私は求めます」ということです。ああ、「このような熱心さ、このような配慮、このような情熱が自分を支配するようにしてください」と主に求めてください。その報いは決して小さくありません。主から「わたしの心にかなう者」と言ってもらえるなら、それは私にとって受けうる最大の報いです。あなたはこれを欲するでしょうか？「わたしの心にかなう者！」。ああ、そうです、私たちはなんという人でしょう！ダビデやエリヤは私たちと同じ心情の人でした。失敗、挫折、恥だらけでした――そうです、しかし、この人々について神は、その内側をご覧になって、それらすべてにもかかわらず、「ああ、わたしの栄光を堅く求める心、わたしの最も完全な御旨に対して熱心な心が、そこにあります」「わたしの心にかなう人である」と言うことができます。主にそう言ってもらえるようになること、私が望む報いはただそれだけです。主がご覧になるとき、どうか私たちがそのような者でありますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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